

























































































用した ｢カエル｣ と ｢ウサギ｣ の制作に入りました。
ぴょんぴょん跳びはねる簡単なおもちゃ作りを通し
て、さらに仲良くなりました。
続いては、うちわの制作です。何か日本的なも
ので、夏に関係するものをみんなで作れたらいいな、
と講師の先生たちが考えてくれました。こちらで用
意したペンやクレヨンを譲り合いながら仲良く使っ
て、思い思いの絵を描き、うちわの骨に貼り合わせ、
今日の思い出としてお土産に持ち帰りました。とて
もきれいにデザインする日本人児童や、日本語を上
手に書くSEBS児童もいて、驚きました。今年の夏
は暑かったので、自分で作ったオリジナルなうちわ
を使ってくれたことでしょう。
最後に、SEBS 児童からブラジルと日本の国旗を描
いたカー ドを日本人児童一人一人にプレゼントとしてい
ただきました。ブラジルの国歌の斉唱もプレゼントして
いただきました。はじめて聞くブラジル国歌、そしてそ
の歌詞が長いことには、日本人はみんな驚きの様子で
した。この夏のロンドンオリンピックでブラジルは３つの
金メダルを取りましたので、受講生の中でブラジル国
歌をテレビで聞いた人もいたかもしれませんね。
そして、いよいよお別れです。SEBS の子どもた
ちが帰る際、何人もの日本人児童がバスまで見送り、
｢ばいばい！｣ ｢またね！｣ といつまでも手を振り、別
れを惜しみました。
第2日目：7月26日10 時 ~12時
テーマ ｢世界を知ろう＆世界から学ぼう2012
　　　　～ネパール編～｣
今年から、世界の国や地域から1つを選び、そ
の国や地域について学習することにより、国際理
解教育の一助となるよう構成されたシリ ズーにして
いきます。今年は、半田好男（栃木県立茂木高等
学校教諭）先生のご協力により、ネパールについ
て学習しました。
以下、記念誌に掲載の半田先生からのメッセー
ジを引用いたします。
皆さんとの出会いは大変楽しいものでした。理
由は３つあります。１つは、自由な発想でたくさん
の意見がでました。２つめは、新しい友だちと協
力し合ってチームワークを発揮していました。３つ
めは、みんな生き生きとしていました。そのため充
実した時間を過ごすことができました。
今回は、大きく２つのことをやりました。１つめは、
4 HANDS next
ネパールの生活道具を目の前にしていろいろ考えて
もらうことです。生活道具には、そこで生きる人た
ちの歴史と知恵が詰まっています。皆さんは、目の
前の道具に触れ、五感を働かせ、いろいろな気づ
きや発見をしていました。気づきや発見は、新たな
疑問や考え方に発展し、さらに行動に結びつく原
動力になります。
今回やった２つめは、「学び」について考えるこ
とです。学べないことで、いろいろ不便なことや不
利益を被ることがあります。学校へ行っていないこ
とで、臆病になりチャレンジできなかったり、自分
が周りの人より小さな存在に感じたりするかもしれ
ません。「学び」はその内容とは一見関係のなさそ
うな人の生き方にまで関係してくるのです。世界に
は学びが保証されていない人々がいます。日本で生
活していると、みんな学校へ行っているので、分か
りにくいかもしれません。しかし、今回のような視
点で日本を見ると、日本にだってネパールと同じよ
うに苦しんでいる人がいることに気づくかもしれま
せん。身近なことが今までとは違って見えてくるの
です。
今回の新しい出会いや気づきが、皆さんの未来
に少しでも役に立てれば幸いです。
スクール終了後、片付けを手伝ってくれた子ども
たちに、
「来年の『世界を知ろう＆世界から学ぼう』では、
どんな国をテーマにしようか」
と聞いてみたところ、「韓国にして！」や「マレー
シアがいいなあ。」という受講生からの声が聞こえ
ました。さあ、来年はどこの国にしようか、今から
ワクワクしています。
当日までの準備と当日の運営にご協力いただい
た皆さんに深く感謝いたします。
＜プログラム協力者＞
マルタ　ヤベロ　リベイロ（ブラジリアンスクール校長）
半田好男（栃木県立茂木高等学校教諭）
原田真理子（国際学部附属多文化公共圏センター研究員）
植田エレニセ、稲場マルシア、福田千恵子（以上、栃木県国際交流協会通訳）
米田亨（大学院国際学研究科博士前期２年）
菱沼千春、菅原里紗、本望茜（以上、国際学部 4 年）
竹元志穂、狩野瑛帆、ブラボ　ホセ（以上、国際学部 3 年）
金森夏実、佐藤乃巴桂、荒井絵理菜（以上、国際学部 1年）
石原由美、野澤康子（以上、前期内地留学生） 
第2回
進め
日本語教室
日本語教室担当
1年生レポ トー
　昨年度の後期に宇都宮大学での内地留学が終
了し、現在、勤務校に戻り、日本語教室の担当を
させていただいています。
　旭小学校は児童数８４０名の大規模校で、日本
語指導を必要としている外国人児童は４５名です。
本校には経験豊富な担当教諭が他に２名と非常
勤の先生が１名いらっしゃるので、日本語教室担
当１年目とはいえ、私は非常に恵まれた環境の中
小山市立旭小学校日本語教室担当 小林真理子
